
白川・緑川流域の住民アンケート結果の概要
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15‐19歳
2% 20‐29歳

15%

30‐39歳
21%

40‐49歳
24%

50‐64歳
25%

65歳以上

13%

年齢層

男性

47%
女性

53%

性別

防災意識アンケート調査【白川・緑川】
アンケート概要

白川 緑川

対象
区域

熊本市

（白川直轄区間のうち、氾濫想定区
域となっている区域）

熊本市、宇土市、嘉島町、甲佐町、
御船町、美里町

（緑川直轄区間のうち、氾濫想定区
域となっている区域）

対象者 住民（15歳以上）

実施
期間

H28.11.14～H.28.11.30 H28.11.14～H.28.12.19

回収数 315票※ 414票※

調査
方法

インターネットによるWEB調査
インターネットによるWEB調査＋
紙面によるアンケート調査

設問数 29問 29問

設問
項目

・白川に対する意識
・水害時の状況、経験
・水害に対する意識
・平常時及び降雨時の行動
・行政の取り組みの活用
・行政へのニーズ

・緑川に対する意識
・水害時の状況、経験
・水害に対する意識
・平常時及び降雨時の行動
・行政の取り組みの活用
・行政へのニーズ

男性
46%

女性
54%

※回収目標数300票：治水経済評価等における必要有効票数は50～300程度とされている。また、回答結果
の信頼水準95％±5％前後の標本誤差内となり、回答の信頼性を十分有する。
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＜緑川＞＜白川＞

15‐19
歳, 6% 20‐29

歳, 
13%

30‐39
歳, 
15%40‐49

歳, 
17%

50‐64
歳, 
36%

65歳
以上, 
14%

＜白川＞ ＜緑川＞
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白川・緑川流域の住民アンケートの結果
① 川との関わり、川に対するイメージ

「Q.普段からの白川との関わり（複数回答可）」

33%

1%

3%

6%

5%

3%

50%

6%

21%

散策、ウォーキング、ジョギングなど

カヌー・カヤック、ボートなど

水遊び

イベント…

釣り、魚とり

ゴミ拾い

遠くから眺める程度

その他

関わることがない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.0%
5.0%
10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%
35.0%

～1km 1km～2km 2km～

1㎞以上白川から離
れると「関わること
がない」の回答が増
える。

想定氾濫区域内に住んでいるにも係わらず、遠くから眺
める程度が５割及び関わることがないとの回答が約２割
を占め、白川との関わりが薄い。

「関わることがない」の回答と白川までの距離

20%

1%

9%

15%

11%

13%

49%

4%

23%

散策、ウォーキング、ジョギングなど

カヌー・カヤック、ボートなど

水遊び

イベント（お祭り、精霊流しなど）

釣り、魚とり

ゴミ拾い

遠くから眺める程度

その他

関わることがない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「眺める」「散策、ウォー
キング、ジョギング」が多
い。イベントやゴミ拾いに
も一定の割合がある

「Q.普段の緑川との関わり（複数回答可）」

遠くから眺める程度が約5割、関わることがないとの回
答が約2割を占め、緑川との関わりが薄い。一方でイ
ベントやゴミ拾い等への回答もある。

＜白川＞ ＜緑川＞



23%
21%

35%
8%
7%

13%
22%

16%
4%

13%
4%

29%
19%

16%
3%

水がきれい

生きものがたくさんいる

水辺の風景が良い

散策やカヌーなどができて楽しい

ゴミが少なく心地よい

雨が降っても、不安は小さい

イベントなどが行われている

水が汚い

生きものが少ない

水辺に近づきにくい

ゴミが多く不快

大雨の時は氾濫しそうでこわい

加藤清正による改修の歴史がある

昔つくられた石橋が多くある

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16%

14%

36%

5%

11%

12%

15%

19%

6%

6%

17%

4%

47%

32%

3%

水がきれい

生きものがたくさんいる

水辺の風景が良い

散策やカヌーなどができて楽しい

ゴミが少なく心地よい

雨が降っても、不安は小さい

イベントなどが行われている

水が汚い

生きものが少ない

ヨナ（火山灰土）が溜まる

水辺に近づきにくい

ゴミが多く不快

大雨の時は氾濫しそうで怖い

加藤清正による歴史がある

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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① 川との関わり、川に対するイメージ

「Q.白川に対するイメージ（複数回答可）」

「水辺の風景が良い」などの評価がある一方、「氾濫し
そう」というイメージを持たれている方が約５割を占め
る。

白川の水害に対する不安感は
ある。

水辺の風景や水質、生物、川でのイベント等などの評価
がある一方、「氾濫しそう」というイメージを持たれている
方が約３割を占める。

緑川の水害に対する不安感も
ややある。

＜白川＞ ＜緑川＞

「Q.緑川に対するイメージ（複数回答可）」

白川・緑川流域の住民アンケートの結果



20%

27%46%

7%
指定避難所

自宅の2階以上

安全と思われる知人や親せきの家、

近くの高層マンション等

その他

「Q.避難した先」

40%

13%

13%

40%

33%

13%

47%

0%

自宅や周辺が浸水し始めたため

避難準備情報が出たため

避難勧告が出たため

避難勧告から避難指示に

変更されたため

隣人から避難を呼びかけられたため

公的機関（警察・消防等）から

避難を呼びかけられたため

気象情報から自己判断した

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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白川流域の住民アンケートの結果

4%

2%

28%

2%

58%

42%

5%

避難勧告等の発令に気がつか

なかったため

避難場所がわからなかったた

め

避難を考えたが、現在の場所

が安全だと…

避難することが困難な家族が

いたため

自宅まで水害が及ぶと思わな

かったため

身の危険を感じなかったため

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N：231)

②平成24年九州北部豪雨：避難行動について

5%

71%

2%

22%
避難した

避難しなかった

避難したかったが、できなかった

その時、この地域にいなかった

平成24年九州北部豪雨においては、避難を実施した方は、わずか５％であり、多くの方が避難していない。避難しな
かった理由としては、「自宅まで水害が及ばないと思った。」「身の危険を感じなかった」など防災意識の低さが伺える。

「Q.平成24年九州北部豪雨災害における避難の実施」

「Q.避難しなかった理由」

「Q.避難した理由」

高さ方向への
避難意識

水害への防災
意識が低い
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白川流域の住民アンケートの結果
③平成24年九州北部豪雨：防災意識について

49%

50%

1%

「Q. 平成24年7月の九州北部豪雨直後と比較しての防災意識
の変化」

防災意識が高まった

防災意識は変わらない

防災意識は薄れた

平成24年7月九州北部豪雨の前後と比較して、防災意
識は5割の方が高まっているものの、「白川の河川改修
が進んでおり安全」、「これまでに住んでいるところで水
害が起きていない」等の理由から5割の方は変化してい
ない。

34%

12%

46%

10%

白川の河川改修が進んでいて安全になっているた

め

白川が氾濫するような洪水は起こらないと思うため

これまでに自分の地域で大きな氾濫は起きていな

いため

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N：162)
「防災意識が変わらない」または「薄れた理由」

47%

23%

10%

23%

11%

56%

3%

九州北部豪雨後も、平成27年9月鬼怒川など他の

地域で水害が発生したから

ハザードマップ等の情報により、自宅や周辺の危険

度がわかったから

防災学習や防災訓練への参加などにより、自宅や

周辺の危険度がわかったから

防災に関する情報提供が充実したから

治水事業（河川改修等）が進んでいないと思うから

最近、異常気象でいつ大雨が降るかわからないか

ら

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N：153)

平成24年7月九州北部豪雨後、防災意識が高まった方
のうち、近年の集中豪雨、全国的な水害の発生状況に
より、防災意識が高まっていることが伺える。

近年の雨のリスクを認識

「防災意識が高まった」理由

日本の各地で水害が発生
していることを認識
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白川流域の住民アンケートの結果
④昭和28年6月出水

21%

50%

22%

7% 知らない

聞いたことはある

概要（被害の様子や大きさ

等）を知っている

今の自宅付近がどのよう

になったかも知っている

「Q.戦後最大の被害を出した昭和28年6月の水害の認識」

昭和28年6月水害については、約8割の方が認識している。世代別で見ると40歳代以下の方は認識度が低いことが伺
える。

約8割が認識している。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知らない

聞いたことはある

概要（被害の様子や大きさ等）を

知っている

今の自宅付近がどのように

なったかも知っている

15‐19歳 20‐29歳 30‐39歳 40‐49歳 50‐64歳 65歳以上

《年代別》

40歳代以下の方は認識度が低い。



3%

2%

17%

4%

64%

39%

6%

避難勧告等の発令に気がつかなかったため

避難場所がわからなかったため

避難を考えたが、現在の場所が安全だと

思ったため（マンションの高層階など）

避難することが困難な家族がいたため

自宅まで水害が及ぶと思わなかったため

身の危険を感じなかったため

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50%

14%

23%

13% 指定避難所

自宅の2階以上

安全と思われる知人や親せきの

家、近くの高層マンション等

その他

27%

13%

37%

13%

13%

10%

17%

10%

自宅や周辺が浸水し始めたため

避難準備情報が出たため

避難勧告が出たため

避難勧告から避難指示に

変更されたため

隣人から避難を呼びかけられたため

公的機関（警察・消防等）から

避難を呼びかけられたため

気象情報から自己判断した

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7%

74%

3% 16%
避難した

避難しなかった

避難したかったが、できなかっ

た
その時、この地域にいなかった

「Q.避難した先」
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②平成28年6月出水：避難行動について

平成28年6月出水においては、避難を実施した方は、わずか7％であり、多くの方が避難していない。避難しなかった
理由としては、「自宅まで水害が及ばないと思った。」「身の危険を感じなかった」など危機意識の低さが伺える。

「Q.平成28年6月出水における避難の実施」

「Q.避難しなかった理由」

「Q.避難した理由」

避難所の理解

水害への危機
意識が低い

緑川流域の住民アンケートの結果



24%

22%

54%

8%

緑川の河川改修が進んでいて

安全になっているため

緑川が氾濫するような洪水は

起こらないと思うため

これまでに自分の地域で大きな

氾濫は起きていないため

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

41%

18%

7%

14%

10%

72%

6%

平成28年6月大雨後も、北海道・岩手県

など他の地域で水害が発生したから

ハザードマップ等の情報により、

自宅や周辺の危険度がわかったから

防災学習への参加により、自宅や周辺の

危険度がわかったから

防災情報提供が充実したから

治水事業（河川改修等）が進んで

いないと思うから

最近、異常気象でいつ大雨が降るか

分からないから

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

45%

54%

1%

防災意識が高まった

防災意識は変わらない

防災意識は薄れた
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③平成28年6月出水：防災意識について

「Q. 平成28年6月出水後の防災意識の変化」

平成28年6月の出水前後と比較して、防災意識は5割弱
の方が高まっているものの、「これまでに住んでいるとこ
ろで水害が起きていない」等の理由から5割強の方は変
化していない。

緑川流域の住民アンケートの結果

平成28年6月の出水前後、防災意識が高まった方のう
ち、近年の集中豪雨、全国的な水害の発生状況により、
水防災意識が高まっていることが伺える。

近年の雨のリスクを認識

日本の各地で水害が発生
していることを認識

「防災意識が高まった」理由



0% 20% 40% 60% 80% 100%

知らない

聞いたことはある

概要（被害の様子や大きさ等）

を知っている

今の自宅付近がどのように

なったかも知っている

15‐19歳 20‐29歳 30‐39歳 40‐49歳 50‐64歳 65歳以上

甲佐町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知らない

聞いたことはある

概要（被害の様子や大きさ等）

を知っている

今の自宅付近がどのように

なったかも知っている

15‐19歳 20‐29歳 30‐39歳 40‐49歳 50‐64歳 65歳以上

嘉島町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知らない

聞いたことはある

概要（被害の様子や大きさ等）

を知っている

今の自宅付近がどのように

なったかも知っている

御船町

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知らない

聞いたことはある

概要（被害の様子や大きさ等）

を知っている

今の自宅付近がどのように

なったかも知っている

熊本市 宇土市 嘉島町 甲佐町 御船町 美里町

42%

31%

18%

9%
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「Q.戦後最大の被害を出した昭和63年5月の水害の認識」

緑川流域の住民アンケートの結果

知らない

聞いたことはある

概要（被害の様子や大き

さ等）を知っている

今の自宅付近がどのよう

になったかも知っている

昭和63年水害については、約6割の方が認識している。自治体別で見ると被害を受けた御船町、嘉島町、甲佐町の方
は特に認識度が高いことが伺える。
また、被害地域でも50代以上は知っている割合が高いが、30代以下になると知らない割合が高くなる。

約6割が認識してい
る。

《自治体別》

④昭和63年5月出水

被害を受けた地域
の割合が高い

嘉島町 甲佐町
《年代別》

御船町

30代以下になると知らない割合が高い

50代以上になると知っている割合が高い 50代以上になると知っている割合が高い



14%

16%

26%

24%

19%

1% 近い将来（10年以内）氾濫し、自宅が

被害を受ける可能性がある

将来（30年以内）に氾濫し、自宅が被

害を受ける可能性がある

近い将来（10年以内）氾濫するかもしれ

ないが、自宅は被害を受けないと思う

将来（30年以内）に氾濫するかもしれな

いが、自宅は被害を受けないと思う

自分が生きている間は、氾濫しないと

思う

未回答

⑤被害認識とハザードマップの活用状況

10%

15%

28%
30%

17%

近い将来（10年以内）に氾濫し、自宅

が被害を受ける可能性がある

将来（30年以内）に氾濫し、自宅が被

害を受ける可能性がある

近い将来（10年以内）に氾濫するか

もしれないが、自宅は被害を受けな

いと思う
将来（30年以内）に氾濫するかもしれ

ないが、自宅は被害を受けないと思

う
自分が生きている間は、氾濫しない

と思う

自宅は被害を受けないと思っている方が8割弱となって
おり、水害リスクについて理解されていない状況が伺え
る。

「Q.白川の氾濫の可能性、被害を受ける可能性やその程度」

自宅が被害を受ける可
能性があると認識して
いる方は2.5割程度安全と認識して

いる方が7.5割

「Q.緑川の氾濫の可能性、被害を受ける可能性やその程度」

自宅が被害を受ける可
能性があると認識して
いる方は3割程度安全と認識して

いる方が7割

自宅は被害を受けないと思っている方が7割となってお
り、水害リスクについて理解されていない状況が伺える。

＜白川＞ ＜緑川＞

白川・緑川流域の住民アンケートの結果
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23%

4%

55%

22%

17%

3%

水害にあまり関係ない場所だと

思うため

公共事業等により、水害が

なくなったと思うため

どこで入手できるか知らなかったため

ハザードマップの存在を

知らなかったため

自宅周辺は浸水しないと思うため

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25%

4%

47%

25%

21%

9%

水害にあまり関係ない場所だと

思うため

公共事業等により、

水害がなくなったと思うため

どこで入手できるか

知らなかったため

ハザードマップの存在を

知らなかったため

自宅周辺は浸水しないと

思うため

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑤被害認識とハザードマップの活用状況

「ハザードマップを持っていない・わからない」が8割に登
り、水害リスクについて理解されていない状況が伺える。

「Q.洪水ハザードマップの保有状況」

21%

61%

18%

持っていない理由と
して、「ハザード
マップの存在を知ら
ない」「水害に関係
ない場所だと思う」
「どこで入手できる
か知らない」との回
答が多い。

持っている

持っていない

わからない

ハザードマップ
を認識していな
い方は8割

「Q.洪水ハザードマップの保有していない理由」

「ハザードマップを持っていない・わからない」が8割に登
り、水害リスクについて理解されていない状況が伺える。

22%

54%

24%
持っている

持っていない

わからない

持っていない理由と
して、「ハザード
マップの存在を知ら
ない」「水害に関係
ない場所だと思う」
「どこで入手できる
か知らない」との回
答が多い。

＜白川＞ ＜緑川＞

ハザードマップ

を保有していな

い方は８割

白川・緑川流域の住民アンケートの結果



43%

41%

15%

1%

よく知っている（言葉の意味がわかる）

聞いたことはあるが、意味はわからな

い

今回初めて聞いた

未回答

38%

46%

16% よく知っている（言葉の意味が

わかる）
聞いたことはあるが、意味は

わからない
今回初めて聞いた

52%39%

9%
よく知っている（言葉の意味が

わかる）

聞いたことはあるが、意味は

わからない

今回初めて聞いた

13

⑥避難情報等

避難情報について「意味はわからない」、「今回初めて
聞いた」と回答された方は、約５割、また、河川水位情報
に関して「意味はわからない」、「今回初めて聞いた」と
回答された方は約６割である。

＜白川＞ ＜緑川＞

63%

30%

7%

0%

よく知っている（言葉の意味がわかる）

聞いたことはあるが、意味はわからな

い

今回初めて聞いた

未回答

避難情報について「意味はわからない」、「今回初めて
聞いた」と回答された方は、４割弱、また、河川水位情報
に関して「意味はわからない」、「今回初めて聞いた」と
回答された方は５割強である。

「Q. 「避難準備情報」「避難勧告」「避難指示」の意味」

「Q. 「避難判断水位」「氾濫危険水位」の意味」

白川・緑川流域の住民アンケートの結果



6%

38%

6%

58%

15%

10%

4%

ビルやマンションなど高い場所に避難する

川より離れた所へ避難する

ハザードマップで浸水深さが浅い箇所へ避難する

市町内の避難所へ避難する

市町外の安全なところへ避難する

近所の人と合流する

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑦緑川の地形特性と避難に関するニーズ

緑川流域の住民アンケートの結果

「Q.水害が起き避難する場合、避難の方法」

23%

43%

10%

48%

20%

12%

2%

ビルやマンションなど

高い場所に避難する

川より離れた所へ避難する

ハザードマップで浸水深さが

浅い箇所へ避難する

市町内の避難所へ避難する

市町外の安全なところへ

避難する

近所の人と合流する

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

32%

47%

13%

41%

22%

11%

1%

ビルやマンションなど高い場所に避難する

川より離れた所へ避難する

ハザードマップで浸水深さが浅い箇所へ避難する

市町内の避難所へ避難する

市町外の安全なところへ避難する

近所の人と合流する

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29%

45%

8%

41%

22%

14%

0%

る

る

る

る

他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17%

36%

14%

50%

19%

8%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13%

37%

3%

63%

18%

16%

3%他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6%

47%

0%

71%

12%

24%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

緑川全体

熊本市 宇土市 嘉島町

甲佐町 御船町 美里町

緑川流域は、ひとたび氾濫が発生した場合、広範囲に浸水すること
が想定される。特に閉塞型の氾濫形態の中下流域(熊本市、宇土
市、嘉島町、御船町）では、川より離れたところへの避難（広域避
難）のニーズがある。

14

1位回答

2位回答



63%

17%

26%

26%

11%

18%

3%

15%

インターネットポータルサイトの天気情報

携帯アプリ

NHK地上デジタルのデータ放送（dボタン）

気象庁HP

日本気象協会HP

熊本河川国道事務所または国土交通省HP

その他

特に入手していない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15

⑧ 情報の取得

利用者が主体的に情報を取得に行くインターネットサ
イトの活用は多いが、その他の手法は３割を超えてい
ない。

「Q.雨量や白川の水位等の情報の入手方法」

62%

22%

29%

26%

12%

13%

3%

15%

インターネットポータルサイトの天気情報

携帯アプリ

NHK地上デジタルのデータ放送（dボタン）

気象庁HP

日本気象協会HP

熊本河川国道事務所または国土交通省HP

その他

特に入手していない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用者が主体的に情報を取得に行くインターネットサイ
トの活用は多いが、NHKデジタルTV放送（dボタン）など
の利用が少ない。

＜白川＞ ＜緑川＞

白川・緑川流域の住民アンケートの結果



54%

26%

38%

17%

35%

4%

堤防整備等、河川改修をさらに進めてほしい

どのように雨量や水位の情報を入手できるか教えて

ほしい

住民に避難情報を伝えるための防災無線等、情報

提供手段を拡充してほしい

防災教育を実施してほしい

住民避難行動マニュアルを作成してほしい

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16

⑧ 情報の取得

住民側からの情報の取得が進みつつあるものの、河川
改修に対する期待だけではなく、情報提供手段に対する
ニーズ、避難行動マニュアル作成等についてニーズが
高いことが伺える。

住民側からの情報の取得が進みつつあるものの、河
川改修に対する期待だけではなく、情報提供手段に対
するニーズ、避難行動マニュアル作成等についてニー
ズが高いことが伺える。

「Q.行政へのニーズ」

【その他意見】
・エリア別の避難ルート作成
・避難所の障害者の受け入れ体制の充実

58%

21%

33%

16%

36%

4%

堤防整備等、河川改修をさらに進めてほしい

どのように雨量や水位の情報を入手できるか教えて

ほしい

住民に避難情報を伝えるための防災無線等、情報

提供手段を拡充してほしい

防災教育を実施してほしい

住民避難行動マニュアルを作成してほしい

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【その他意見】
・年々、異常気象の深刻さが増す様に思うので、教育施設などでの防
災教育はもちろん、消防団を中心として、自治体の中での防犯体制
をしっかり考えるための啓発活動が必要。

・知っている避難所は、同じ平地。氾濫すれば避難所も被害に合う可
能性がある。

・地域の避難訓練

＜白川＞ ＜緑川＞

白川・緑川流域の住民アンケートの結果



33%

46%

10%

7%

5%

29%

9%

被災した場合の行動を、家族で確認している（連絡

方法、避難場所等）

防災グッズ（水、食料等）を準備している

被災時に助けるべき近所の災害弱者（高齢者、子

供等）を把握している

地域の防災訓練に参加している

防災イベントに参加している

防災に関するプッシュ型メール配信サービスに登録

している（行政のアラームメール等）

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

プッシュ型情報発信
も浸透しつつある。

備えや対策

をしている

91%

何もしてな

い。 8%

無回答

1%

37%

47%

8%

7%

6%

22%

10%

被災した場合の行動を、家族で確認している（連絡方法、

避難場所等）

防災グッズ（水、食料等）を準備している

被災時に助けるべき近所の災害弱者（高齢者、子供等）を

把握している

地域の防災訓練に参加している

防災イベントに参加している

防災に関するプッシュ型メール配信サービスに登録してい

る（行政のアラームメール等）

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%
17

⑨災害への備え

「Q.日頃から水害への備えや対策」

現在、実施されている日頃からの水害への備えや対策
については、約９割の方が日頃から備えられている。ま
た、「避難場所や連絡方法の確認」、「防災グッズ等の準
備」の実施が浸透しつつあることが伺える。

プッシュ型情報発信
も浸透しつつある。

現在、実施されている日頃からの水害への備えや対策
については、約９割の方が日頃から備えられている。ま
た、「避難場所や連絡方法の確認」、「防災グッズ等の準
備」の実施が浸透しつつあることが伺える。

＜白川＞ ＜緑川＞

白川・緑川流域の住民アンケートの結果



2%

6%

19%

2%

75%

国の「出前講座」に参加したことがある

国の「防災イベント」に参加したことがある

地域の「防災訓練」に参加したことがある

その他

どれも参加したことがない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18

⑨災害への備え

防災学習等への機会の参加については、8割近くの方
が参加したことがないと回答。

4%

6%

15%

0%

77%

国の「出前講座」に参加したことがある

国の「防災イベント」に参加したことがある

地域の「防災訓練」に参加したことがある

その他

どれも参加したことがない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

防災を学ぶ機会には
8割弱が参加したこ
とがないと回答

＜白川＞ ＜緑川＞

「Q.防災学習等の機会への参加」

防災を学ぶ機会には8割弱が
参加したことがないと回答

防災学習等への機会の参加については、8割弱の方が
参加したことがないと回答。

白川・緑川流域の住民アンケートの結果



5%

23%

12%
60%

知っており、積極的に参加した

いと思っている

知っており、周囲の状況によって

参加したいと思っている

知っているが、参加するつもりは

ない

知らない

19

⑩ 地域コミュニティにおける防災への取り組み

6割の方が自主防災組織を認識しておらず、知っている
が参加するつもりはない方も約1割程度となっている。
日頃からの防災に対する地域との関わりが少ないこと
が伺える。

「Q.地域の自主防災組織との関わり」

＜白川＞ ＜緑川＞

6割弱の方が自主防災組織を認識していない。日頃から
の防災に対する地域との関わりが少ないことが伺える。

10%

24%

9%

56%

1%

知っており、積極的に参加したいと思っている

知っており、周囲の状況によって参加したいと

思っている

知っているが、参加するつもりはない

知らない

未回答

白川・緑川流域の住民アンケートの結果



69%

43%

21%

19%

4%

近所の方に避難を呼びかける

近所の高齢者や子どもの避難を補助する

地域の防災訓練へ参加する

ハザードマップを近所の方と確認する

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20

57%

40%

20%

20%

5%

近所の方に避難を呼びかける

近所の高齢者や子どもの避難を補助する

地域の防災訓練へ参加する

ハザードマップを近所の方と確認する

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難時の共助に対しては意欲が高いと考えられるが、
日頃からの防災に対する地域との関わりについては意
識が低いことが伺える。

「Q.防災に関する地域への協力」

避難の場合の地域と
の協力意識は高い

日頃からの地域での
防災の取り組みには
意識が低い

＜白川＞ ＜緑川＞

避難の場合の地域と
の協力意識は高い

日頃からの地域での
防災の取り組みには
意識が低い

避難時の共助に対しては意欲が高いと考えられるが、
日頃からの防災に対する地域との関わりについては意
識が低いことが伺える。

⑩ 地域コミュニティにおける防災への取り組み

白川・緑川流域の住民アンケートの結果



21

アンケート結果に見る解決すべき課題

＜白川＞

・白川の氾濫域に住んでいるにもかかわらず、白川との関わりが薄い傾向にある。

・昭和28年白川大水害について、若年層において認識度が低い。

・洪水が起きたとしても自宅は浸水しないと思われている方が８割弱で、水害は自分の身にも起こり得ることを

意識していないことが伺える。

また、ハザードマップを認識していない方が約８割にのぼる。

・避難情報について「意味はわからない」、「今回初めて聞いた」と回答された方が約５割。

また、河川水位情報に関して「意味はわからない」、「今回初めて聞いた」と回答された方は約６割。

・６割の方が自主防災組織を認識しておらず、知っているが参加するつもりはない方も、約１割。

日頃からの防災に対する地域との関わりについては、意識が低いことが伺える。

＜緑川＞

・昭和63年災害について、被害を受けていない地域では認識が低い。

・洪水が起きたとしても自宅は浸水しないと思われている方が７割で、水害は自分の身にも起こり得ることを

意識していないことが伺える。また、ハザードマップを認識していない方が約８割にのぼる。

・想定浸水区域が広く、川より離れた所や市町外の安全な所など、広域的な避難のニーズが高い

ことが伺える。

・避難情報について「意味はわからない」、「今回初めて聞いた」と回答された方が約４割。

また、河川水位情報に関して「意味はわからない」、「今回初めて聞いた」と回答された方は約６割。

・約6割の方が自主防災組織を認識しておらず、知っているが参加するつもりはない方も、約１割。

また、共助についての意欲は高いと考えられるが、日頃からの防災に対する地域との関わりについては、

意識が低いことが伺える。


